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　面白い話は中頓別にも筆達者な方々がお見えになってみたから，小生は例
の調子で面白くない話しばかりを書く事にする・
　　　　　　　　　　　（9）　準備作業の纏過
　仕事の大膿の維過は小山が一入5月17日到着後，1週間掛って土毫の作業，
器械の据付が終り，その後6月4日頃迄が一・番忙しい時期で，5月23日到着の
東京工業大喝の稻村賢三君や，27日到着の木蓬成音画と共に晴夜は望遠鏡の
焦鮎の決定．又さうでない時は暗室内で乾板，フィルターその他藥剤の試験，
又標準八度を乾板に齢し込む装置の調節等に一番張り切って仕事をし，その
間5月28日夕刻には東京天文憂の橋元昌突，奥日．腰三，小野篇吉の3氏が背頓
される等あって，最も緊張した時期であった．
　6月4H廣島の中村細君が來られてがらは大分仕事も暇となり．チエツUス
・バキアの4氏來頓の8日には略準備完了し，裏引剤の研究，部分食撮影の準
備が淺ってみた位であった．そして12日に村の日食協讃會蒔直の徽迎會の催
されて以後，2，3日は中休みと言った具合で，折柄の晴天豪きを利用し，各
隊押競ζ乖的に遊び廻ったとV・つた朕態であった・
　併し15口夜堀井政三理學十の來頓をきっかけに，16卜1には前田治久（京都）・
河路甲午郎（松山i高校教授），17ロには是枝IE一（旭川中學楡教），上原虎雄
（旭川師範教論），水野干里（岡山），1811には宮高評（大阪阿部野高女教楡），
19日には深尾街武（京都）の諸民の來頓，叉，17　rilには枝．C∫より中華民國隊の
來訪等あり，叉鍍銀，蓄毒1池充電堅の最後的準備や豫行演習開始で，再び多
忙を極むるにご至った．
　5月17H以來の中頓別の天寵は次の如く，6月10目頃までは晴と雨を数日毎
繰返して來たが，その後，意外に天氣よく，口食下日の天候の心配は，その
幽し1の1．8卜1の快111i∫に完杢に吹飛んでしまった位であった．
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　（A）観測場所
　昨年9月銑に山本
：先生の手で小門三々
庭を拝借する交渉は
すんでみたが，一度
も野地を麗だ者がな
V・ので5月17日村の
方々の盛大な野冊裡
に到着する早々堤の
降りさうな王室の下
を校庭を視に行った．校庭の東南端野球のネットと便所との聞の小高くな
った所をとV・ふ話であったが，画所が窮屈さうなのと，地面が軟かさうなの
で，校庭の東端で野球揚やトラックに差支へのない．而かも東端に滑った藤
井澤道路よりなるべく隔って内へ入た所にえらんだ．鐵道よりも200米肖り
はなれ，煙突もなく又砂塵もはげしくなく，至極良好な揚所であった．一番
よい事には宿舎である作法i教室の窓より一目で見え，且距離iも100米内外に
過ぎなかった事である．唯あまり校庭の眞中なので生徒達に妨げられるかと
思って居たが，30米四角の仰々しV・柵も却って眼障りになる程で終り，1ケ
月あまり校庭を奪はれた生徒達に封しまことに氣の毒であった．後から來た
東京隊は結局最初の東南隅に位置を占め，又チエツコ隊は小生達の柵を西へ
10米あまり横げその申に入った．村で第2候補地としてあげた神枇裏の糊地
は高見になってみるのはよいが，南西に木工揚の煙突や市街地があるので天
文観測には杢然駄目　一6・，6月1⑪i三1頃來た遮i信省の入が此虚に位置する事にな
った．
　（B）　土　i蔓　到着の翌日，泥檸の中を40糎グラブ・シ1ロスタ11・の
コンクリ（地上高さ70糎，1米角）寮だけをやってしまふ．雲低く誉れて，淺
雪多Vlll々はかくれ，緑ぐんで來た近くの丘のみがかすかに見える物淋しい
日であった．その他シ1ロスタ1トの時計の豪，又ザルトリウスの筒の秦3個
（1mXユm，ユ．5m×α5m，2m×1m，高さは各1米）は皆3寸丸太と8分板で作つ
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た．強さはこれで充分だつた様である．ザル丁・リウスの藁3個口（シ1ロスタ
1トの第2鏡を用みないため），月や星でテス1・する都合を顧慮し，庚くした
が大尽に於て誤ってみなかった様である．且つ，チエコ除にシ1ロスク1ト
の光を一部分割する事になった時にも，壷が大きくて好都合であった．又下
弦の三日月で朝テストする必要もなかったと思ひ，ザル1・リウスを東へ持っ
て図る揚合に備へ，簡輩な移動できる憂を3個作ったが，その目的には必要
なく，机代りに使った位であった．雨天綾きと，一寸とした設計違ひのため，
又さう急がなかった爲もあるが，カバ1，木製土i嘉共に25日まで掛った．小
舎は作らす，雨除けのカバーはすべてトタンで作ったが，此んな懸軍な器械
にはもっと手輕なもので間に合った筈である．これは上斜里を親て氣付いた
鮎’の一つである．
　（C）　爲眞曙室　幸な事に村の方で此の機魯に理科教室内に，永久的な
1坪の暗室を作られたので，滞在中此の即詠赤外乾板を必需なく取扱ひ得る
完全な暗室を軍用できたのは，何より結構な事であった。二重扉や四重張り
の窓等實に日食観測に來て使用するには贅聴すぎる程のものであった．水も
タンクに貯へ，水道同様使用できる様になってみた．暗室は21日に完成した・
　（D）器械の組立，据付　19目朝宿舎に荷物が着いたので，早速全部
掃除し室内に假に組立ててしまふ．異状なし　コンクリの硬化した23日，シ
1・スタ1トを土豪に据付けるが，青室の見えた事がないので方位角は磁石
と附近の三角顯とより大膿決定した．翌24日夜シ1ロスタ11・の極軸の所’ヘ
ザルトリウスのファインダーを置き，北極星を見て簡輩に一挙セツチング終
了する．筒6月8日，9日に時下と共に赤緯への偏位を測定して最後的据付を
終へた．
　爾18cmザルi・リウスの筒，11cnl　ll」村トリプレツi・三階閉門チエコ隊の
21cm，ツァイスUVレンズ（焦鮎距離3．4米）の据付にはn食下日までひどく
頭を‘隅ました・最：初はザルトリウスと1・リプツトとを並列して置けば，40cm
の鏡だから容易に光がとれる豫定の所．チエコ隊が着いて，たとヘレンズに
孚三位でもよいからシ1ロスタートの光を分けてくれと言ひ出したので事が
面倒になり，6月13日頃から毎口の様に15時頃より望遠鏡を並べ最も有数に
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光を使ふ位置を見出し合ひ．又できるだけ望遠鏡を接近せしめるため邪魔に
なる木製の部分はおτ寵に鋸で切り合ひ，チエコ隊も板を張らすに毛布を以っ
て撃遠鏡を覆ふ等，極力チエコに光を澤lllわける事を工夫したが，結局5割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　乃iミ6割しかレン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズに光が當らなか
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レンズを二酉する必要があり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　勿論ザルトリウスにまで震動が來
　　　　rl食の朝大工を頼んでトリプレットを吊る木枠を急造してもらふ騒
ぎがあった・お蔭で完全な寓眞が夫々撮れて幸ひであった・（つy’く）
つた模様である．
H食の前Hの15時
20分最後的位置を
決定，ザルトリウ
スは；1：；i謹に釘付け
にしてしまふ．こ
れでザルトリウス
とチエコ隊のとは
片附いたのだが，
トリプレットが問
題になった．ザル
トリウスの上への
せると大艦光は全
部來るのだが，少
しでもザルトリウ
スやチエコ隊のi望
湛鏡に接鱗してみ
ると，取枠を交換
する時は震動しな
いカち　　トリプレツ
　　　　　　　そ
